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第１編

第２章

第１節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

高野川護岸の逆流防止施設の設置が概ね完了。

【高野川（府）】
　護岸工（左岸）（大橋〜新大橋）　コンクリートブロック積　L=26.9m、
　護岸工（左岸）（新橋〜大橋）　鋼管矢板　L=47.2m、大橋上部工、河道掘削　V=900㎥

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

令和7年度末に雨水管理総合計画の見直しに向けた資料収集が完了予定であり、令和8年度以降には雨水
管理総合計画と全体計画の見直しを行い、気候変動に合わせ、より効果的な施設整備を行っていく。
【府】護岸工事、浚渫工事等の進捗が図られるよう、府と連携し地元調整に務める。

浸水対策課、国・府事業推進課、土木課

2023年
（令和５年）

－ － －

①国・京都府と連携した内水対策の実施

近年、豪雨や高潮などにより浸水被害が多発する東西市街地において、国・京都府と連携を図りながら、
ハード・ソフト事業を実施し浸水対策を推進します。
西市街地については、高野川流域の堀上橋下流部の完成と上流部の計画策定を目指します。東市街地につ
いては、雨水管理総合計画に基づき、浸水リスクの高い竜宮地区、市場・溝尻地区の内水排除ポンプなどの
工事に着手します。

－

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

－

－

－ － － －

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安全で安心なまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（１）東西市街地の浸水対策の推進
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第１編

第２章

第１節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

【志高地区　内水対策の検討】
・内水浸水対策検討業務委託で選定された内水浸水対策案をベースに、関係機関と対策について検討を実
施。

【志高地区水路整備】
・水路整備 L=25.3m
 　※平成28年度から実施している水路整備が完了。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

【内水対策の検討】
昨年度に引き続き、検討した内水対策案のうち、優位性の高い案の詳細について、国や府とも連携を図りな
がら詳細を詰めていく。その上で、地元への理解を得ながら検討を進めていく。

国・府事業推進課、危機管理・防災課

2023年
（令和５年）

－ － －

②由良川輪中堤地区の内水対策事業の促進

由良川輪中堤地区における内水被害軽減対策の整備促進を図ります。

－

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

－

－

－ － － －

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安全で安心なまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（３）治水対策の推進
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第１編

第２章

第１節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

【高野川】
　護岸工（左岸）（大橋〜新大橋）　コンクリートブロック積　L=26.9m、
　護岸工（左岸）（新橋〜大橋）　鋼管矢板　L=47.2m、大橋上部工、河道掘削　V=900㎥、
　河床浚渫 　V=2254㎥
【伊佐津川】
　河道掘削（大和橋付近）　V=1,735㎥、河床浚渫（万願寺）　V=4,841㎥、
　護岸工（真倉）　L=30m
【河辺川】
　護岸工（第一河辺川橋下流部）　L=120m
【志楽川】
　護岸（根継）工（市場橋上流）　L=95m
【与保呂川】
　護岸工（常 福元橋下流右岸）　L=35.9m、河床浚渫　V=750㎥
【久田美川他９河川】
　河床浚渫　V=8,339㎥

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

護岸工事、浚渫工事等の進捗が図られるよう、府と連携し地元調整に努める。

国・府事業推進課

2023年
（令和５年）

－ － －

③安全な河川の整備促進

京都府管理河川について、治水上の安全と通水能力を確保するため、護岸整備や河道拡幅等の河川

－

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

－

－

－ － － －

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

安全で安心なまちづくり

防災・減災対策の強化

点検評価
項目

１　防災・減災機能の充実・強化

（３）治水対策の推進
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第１編

第３章

第２節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

【共通する取組・進捗状況】
　「舞鶴かに」「丹後とり貝」、「丹後の海 育成岩がき」、「京鰆」等のシーズン初出荷にあわせて、報道機関向
けに情報提供を行い、メディア露出の機会の増加に務めた。
　また、関係団体と連携し、パンフレットを作成するなど戦略的な広報を実施し、知名度アップを図った。

【丹後とり貝の取組・進捗状況】
　ＫＤＤＩ株式会社及び京都府漁業協同組合（舞鶴とり貝組合）と連携し、ＩＣＴ（情報通信技術）等の先進技術
を取り入れたスマート漁業（丹後とり貝の漁場環境測定及び生育状況のモニタリング）を研究し、省力化と高
品質・高収益な漁業の実現に向けて取り組んだ。

【舞鶴かに・京鰆の取組・進捗状況】
　本市の「食」のブランド価値向上を図るため、東京・六本木のラグジュアリーホテルであるグランドハイアット
東京と連携し、同ホテル日本料理旬房において、「舞鶴かに」「京鰆」等初冬の舞鶴の食材を堪能できるイベ
ント“グランド グルメ トリップ~京都 舞鶴~”を約1ヶ月間にわたり開催した。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

　メディアへの情報提供やSNSを活用した情報発信や丹後とり貝のスマート漁業を継続して実施する。
　新たな取組として、資源量が回復し漁獲枠が大幅に増加させるクロマグロについても、消費者への訴求力
が強い魚としてブランド化を目指していく。

水産課

2023年
（令和５年）

105百万円 110百万円 115百万円

①地域水産物のブランディング支援

「舞鶴かに」をはじめとする既存ブランド産品の品質確保の取組や、沿岸漁業の強みを活かした活魚や活〆
等水産物の高鮮度化による高付加価値化を漁業者及び関係団体と連携し推進します。また、京都府漁業協
同組合が府の「プライドフィッシュ」として選定している「丹後とり貝」、「丹後の海 育成岩がき」、「京鰆」等のブ
ランディングの取組を推進します。

「丹後とり貝」の出荷金額

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

120百万円
101百万円
（基準値）

58百万円 187百万円

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

魅力あるまちづくり

地域産業が元気で、いきいきと働けるまち

点検評価
項目

１　付加価値の高い農林水産業の振興

（５）漁業の振興
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第１編

第３章

第２節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

　ＫＤＤＩ株式会社及び京都府漁業協同組合（舞鶴とり貝組合）と舞鶴市が取り組んでいるＩＣＴ（情報通信技
術）等の先進技術を取り入れたスマート漁業（丹後とり貝の漁場環境測定及び生育状況のモニタリング）で
は、京都府海洋センターおよび京都大学水産実験所とも連携して、取組へのアドバイスを受けるとともにデー
タや知見の情報共有を行った。
　また、舞鶴地方卸売市場における電子入札システム（令和5年度導入）の運用に対し支援を実施した。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

　引き続き、上記2件の取組を進める。なお、丹後とり貝の漁場環境測定及び生育状況のモニタリングでは、
京都府海洋センターのアドバイスも頂きながら新たな実験を行う予定。
　また、京都府および沿海市町（舞鶴市・宮津市・京丹後市・伊根町）で構成する京都府スマート水産業推進
協議会（令和7年7月3日設立）において、スマート技術の導入による水産現場の省力化・資源の持続的利用
を進め、水産業の成長産業化を支援していく。

水産課

2023年
（令和５年）

－ － －

②ＩＣＴを活用した水産業の高度化の促進

本市の基幹漁業である大型定置網や養殖業について、高等教育機関やＩＴ関連企業等と連携し、スマート漁
業の取組を促進します。 また、漁協が開設する舞鶴地方卸売市場における流通機能の高度化の取組を促
進します。

－

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

－

－

－ － － －

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

魅力あるまちづくり

地域産業が元気で、いきいきと働けるまち

点検評価
項目

１　付加価値の高い農林水産業の振興

（５）漁業の振興
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第１編

第３章

第２節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

　磯根資源の増殖を図るため、漁業者が実施するサザエ・アワビの種苗放流に際し、京都府海洋センター等
が策定した放流マニュアルに沿って実施されるよう京都府水産事務所と連携して立会を行った。
　また、サーモンの陸上養殖を検討している市内漁業者について、京都府水産事務所と情報提供や視察を行
うなど伴走支援を実施した。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

　引き続き、資源管理の取組を進めるとともに、陸上養殖等について、新たな事業者から問い合わせがあった
際には、現在支援している漁業者と同様に伴走支援を行っていく。

水産課、企画政策課、産業活力課

2023年
（令和５年）

－ － －

③水産研究機関、高等教育機関等との多様な連携

京都大学舞鶴水産実験所、京都府海洋センターと連携し、水産資源の管理や増殖についての取組を進めま
す。
また、高等教育機関や事業者等とも連携し、天候に左右されず、安定的出荷が可能となる陸上養殖など新た
な取組を推進します。

－

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

－

－

－ － － －

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

魅力あるまちづくり

地域産業が元気で、いきいきと働けるまち

点検評価
項目

１　付加価値の高い農林水産業の振興

（５）漁業の振興
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第１編

第３章

第２節

数値目標

年度 2022年

目標値

実績値

数値目標に係る
特記事項

担当課

点検評価項目施策の推進に係る説明

令和６年度取組・進捗状況

　海の民学舎第10期生は11名が入舎し、10名が1年目研修を終えた。2名が本市で2年目研修を実施する運
びとなったが、研修に際しては、住居が必要となることから、大浦活性化センターを中心に、研修予定地の野
原地区近傍の住居候補地の掘り起こしを行った。
　海の民学舎終了生等への漁船・漁具リース事業については、要望がなく不執行となった。
　小学3年生を対象とした出前授業「お魚授業」は、市内全18校で実施した。魚市場への社会見学の事前学習
として、舞鶴の海で漁獲された魚が学校給食になるまでの道のりをテーマに、漁業者の仕事や資源管理等の
取組をはじめ、市場の仕組みや水産加工等を幅広く学ぶ機会を提供した。さらに、中学校2校等でも出前講座
により舞鶴市の水産業の魅力を伝えた。

取組・進捗状況を踏まえた今後の取組等について

　海の民学舎生への支援を強化し、本市への定着を推進するため、学舎の研修生が2年目研修時に本市を選
択した場合に利用できる家賃補助制度をスタートさせる。

水産課、大浦地域活性化センター

2023年
（令和５年）

7人 7人 7人

⑥漁業の新たな担い手や若手漁業者の育成と支援

将来の京都の漁業を支える担い手や若手漁業者を育成する京都府「海の民学舎」の運営に参画し、市内にお
ける漁業就業及び定住を支援するとともに、若手漁業者の経営力向上に取り組みます。
また、漁協組合員の資格取得後、自営漁業を新規に開始する漁業者に、初期設備導入費用を支援するなど
定着を促進します。
さらに、小中学校等で水産業の魅力を伝える出前授業を通して、次世代の担い手育成に取り組みます。

新規漁業就業者数

2024年
（令和６年）

2025年
（令和７年）

2026年
（令和８年）

7人

7人

10人 12人

【産業建設委員会】第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画 点検評価項目 進捗状況

まちづくり戦略

魅力あるまちづくり

地域産業が元気で、いきいきと働けるまち

点検評価
項目

１　付加価値の高い農林水産業の振興

（５）漁業の振興


